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I　は　じ　め　に

1） 研究の目的

石碑は，古来より人物を顕彰したり，事象や
事業を記録したりする際に用いられてきた。そ
の理由として，許山（₂₀₀₉）は，石碑は堅牢で
重量があるため，顕彰・記録すべき人物・事業
ゆかりの土地に長く置かれることになり，破壊
されたり散逸したりすることも少ないからと指
摘している。
石碑に記録される事象の中で，日本の各地に
は自然災害，とりわけ地震・津波災害に関する
ものが多く存在する。特に₂₀₁₁年 ₃ 月₁₁日に発
生した東日本大震災に伴う津波の被害を受けた
三陸海岸沿岸では，過去にも₁₈₉₆年明治三陸地
震，₁₉₃₃年昭和三陸地震に伴う津波の被害を
受けており，それらの地震・津波に関する石
碑（以下，地震・津波碑）が多数残されてきた。
石碑の碑文が過去の津波被害を記しているだけ
でなく，当時の津波が到達した位置を表すな
ど，石碑の位置も重要な情報であることが示さ
れてきた（羽鳥，₁₉₇₇；卯花，₁₉₉₁；北原ほか，
₂₀₁₂）。齋藤（₂₀₀₃，₂₀₀₈）は，三陸海岸沿岸
に分布する津波記念碑の類型化を行い，石碑設
立に関する地域住民の伝承を報告している。三
陸海岸以外の地震・津波碑については，井若ほ

か（₂₀₁₁）が，徳島県の地震・津波碑を対象に，
建立意図や価値，活用に関する調査を行ってい
る。地震・津波碑以外の自然災害に関する石碑
については，岩松（₂₀₁₃）によって鹿児島県の
桜島大正噴火に関する石碑の調査が行われてい
る。
　ところが，日本で発生頻度の高い水害・土砂
災害に関する石碑に着目した研究は限られてい
る。₁₉₅₉（昭和₃₄）年に濃尾平野一帯が浸水
した伊勢湾台風に関する石碑について，伊藤
（₂₀₀₉）はその分布や当時の浸水被害の様子を紹
介している。川﨑（₂₀₁₅）は，₁₉₃₈（昭和₁₃）
年の「阪神大水害」に関連する石碑 ₈基を取り
あげ，石碑が被災の記憶を呼び覚まし，得られ
た教訓や知恵を将来につなぐ効果的な媒体のひ
とつであると述べた。
上記の研究は，ある ₁つの水害によって建立
された石碑を紹介することで，碑がそれらの水
害の記録と記憶の媒体として防災上の意義があ
ることを論じている。しかし，その地域で常習
的に発生する災害の中で，どのような災害であ
れば碑を建立したのか，また碑の位置と被災地
との地理的関係はどうなっているのか，碑文の
内容に歴史的な変化はあるのかといった視点で
の調査は，これまでに行われていない。さらに，
ある地域における災害の記録と記憶としての媒
体，すなわち石碑が将来につなぐ防災上の媒体
となりうるかどうかは，その地域の住民が碑を
どのように活用しているのかが重要な鍵と考え
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られるが，このような観点からの調査はこれま
でなされていない。なお『石碑が語る土砂災害
との闘いの歴史』（砂防広報センター，₁₉₉₈）で
は，日本各地の水害や土砂災害に関する碑を紹
介し，その後，webサイトでこれらの情報が更
新されているが上述の研究課題について取り組
んではいない。
　本研究では，土砂災害危険箇所が全国で最も
多い県₁︶ である，広島県を対象に，洪水や土砂
災害に関する石碑の立地や特徴を整理し，その
歴史的変遷，及び地域住民の碑の活用の実態に
ついて明らかにし，碑が有する防災上の意義を
検討することを目的とする。なお，本研究では
洪水と土石流に関する石碑を扱うが，それらを
便宜的に総称して水害碑₂︶ と呼ぶこととする。

2） 研究の方法

広島県内の水害碑を調査するにあたり，まず
水害碑の正確な位置を調査した。利用した資料
は，広島県内の市町村史（誌），郷土史の書籍，
「特定非営利活動法人 土砂災害防止広報セン
ター」のウェブサイト₃︶ である。さらに「みよ
し風土記の丘ミュージアム（広島県立歴史民俗
資料館）」で₂₀₁₅年 ₁～ ₃月に開催された企画展
示『広島の災害と防災』においても水害碑の分
布を明らかにしており，本研究ではその一部を
参照した。以上の情報から，およその水害碑の
位置を把握した上で，Googleストリートビュー
により水害碑の正確な位置を確認した。
　現地では，石碑の撮影や碑文の読み取り，碑
周辺の地域住民や学校関係者に対して，災害に
関連する行事や式典，教育活動の有無に関する
聞き取り調査を行った。聞き取り調査の期間は，
₂₀₁₅年 ₉ 月～₂₀₁₇年 ₂ 月である。なお，調査し
た碑文の全文は，藤本ほか（₂₀₁₇）で紹介して
いる。
　当時の災害や被災の状況を把握するため，市
町村史（誌）や災害報告書，当時の中国新聞の

記事を収集するとともに，比較的新しい時期に
発生した災害については地域住民から被害に関
する聞き取り調査を行った。
石碑の位置，被災域の範囲などの情報は，　

Esri社製ArcMap ₁₀.₂ を用いて地図化し，分析
を行った。

II　広島県内の洪水・土石流と水害碑

1）　洪水・土石流の歴史とその特徴

　広島県は，土石流が発生しやすい花崗岩が分
布するという地質条件，狭隘な山間盆地や平野
という地形条件，梅雨や台風による集中豪雨と
いう気象条件により，過去に豪雨に伴う洪水・
土石流災害が多く発生している（第 ₁表）。
　₁₉₀₇年以降，約₁₁₀年間で広島県内の洪水・土
石流は₂₅件発生し，約₄，₅年に ₁回の頻度で発
生している₄︶ 。洪水・土石流が発生した月をみ
ると，梅雨末期にあたる ₇月が₁₂件と最も多く，
次いで台風の時期にあたる ₉月（ ₇件）が続く。
災害の種類としては，戦前までは洪水が比較的
多いが，戦後は土石流災害が多い。この変化は，
洪水対策のために近代的な堤防への改修が徐々
に進んだ影響とみられる。被災地の分布には地
域差があり，広島県西部に₁₈件と集中している。
死者数などの被害規模は災害ごとに差が大きい
が，原爆投下から ₁ヵ月後に広島西部を襲った
枕崎台風による被害は，死者数₂,₀₀₀名を超え特
に大きい。₂₅件の主な災害に対して，水害碑が
建立されたものは₁₄件と半数を超えている。

2）　各地の水害碑の概要

　広島県内では，₄₀基の水害碑を確認した（第
₁図）。第 ₂図に碑の位置，洪水・土石流の被災
地の範囲を，第 ₂ 表に各地の碑に関する属性
（碑名，所在地，碑の内容，碑建立の契機となっ
た水害など）を示す。以下では，各時代の代表
的な水害碑の概要を述べる。
　今回確認できた水害碑の中で最も古いものは，
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第 1表 広島県における主な災害
発生年月日 災害 被災地 被害概要 石碑番号

₁₉₀₇年 ₇ 月₁₅日 洪水
土石流 安芸郡 死者₁₇₇名　負傷者₁₁₈人　家屋流失／全半壊₃₈₉戸 同浸水₇₄₁戸 ₂, ₃, ₄, ₅, 

₁₁

₁₉₁₄年 ₈ 月₂₅日 台風
浸水

広島市
安芸郡
呉市
佐伯郡

死者 ₃ 人　負傷者 ₁ 名　家屋全壊 ₉ 戸　同流失 ₁ 戸　同一部損壊₁₀戸　同浸水₁₁₀戸　
道路損壊₆₈ヶ所 堤防決壊₁₃₃ヶ所　田畑冠水₆₄町　鉄道被害 ₂ヶ所　船舶流失₃₃隻

₁₉₁₆年 ₇ 月 ₆ 日 大雨
浸水

呉市
安芸郡
御調郡
深安郡

負傷者 ₂名　人家崩壊 ₃戸　建物崩壊 ₁棟　床下浸水 ₁戸　山崩れ ₁ヶ所　橋梁破損
₃ヶ所　道路損壊 ₈ヵ所　堤防決壊 ₁ヶ所　田浸水₁,₃₄₅反

₁₉₁₆年 ₉ 月 ₆ 日 洪水
土石流

安佐郡
佐伯郡
山県郡

死者 ₅名　住家全壊₁₂戸　流失₂₂戸　床上浸水₁₃₅戸　床下浸水₈₁₆戸　非住家被害₃₀₅
戸　水田埋没₃₄₇.₈₅反　同冠水₁,₉₂₈反　畑流水 ₃反　同冠水₁₄₃反
道路損壊₁₀₈ヶ所　橋梁流失₇₂ヶ所　堤防決壊₂₃ヶ所　山崩れ₁₂ヶ所

₆

₁₉₁₉年 ₇ 月 ₅ 日 洪水 福山市 死傷者₂₅名　全／半壊／流失家屋₂₇₁戸　床上浸水₄,₂₁₅戸　床下浸水₁,₁₇₇戸 ₇
₁₉₁₉年 ₉ 月₁₄日 洪水 福山市 死傷者 ₃名　堤防損壊₄₁₀ヶ所

₁₉₂₀年 ₈ 月₁₅日 大雨
洪水 福山市

死者₂₆名　負傷者₁₅名　家屋全壊₆₀戸　同半壊₆₉戸　床上浸水₅₃₁戸　床下浸水₂,₇₈₉
戸　橋梁流失₅₇ヶ所　道路損壊₂₈₀ヶ所　堤防決壊₉₈ヶ所　
山がけ崩れ₁₈₈ヶ所　田畑流失埋没₄₂町　同冠水₁₉₂町

₁₉₂₃年 ₇ 月₁₂日 大雨
洪水 安芸郡 死者₁₅名　負傷者₁₁名　家屋流失₃₇戸　同崩壊半壊₃₅戸　同浸水₄₃₅戸

₁₉₂₆年 ₉ 月₁₁日 洪水
土石流 安芸郡 死者₁₀₀名　負傷者₅₈名　家屋流失₁₁₀戸　崩半壊₁₅₃戸　家屋浸水₂₃₉戸 ₉, ₁₀, ₁₄, 

₁₅, ₁₆

₁₉₂₈年 ₆ 月₂₄日
豪雨
洪水
土石流

広島市
安佐郡
安芸郡

死者 ₈名　負傷者 ₃名　家屋全壊₁₉戸　同半壊₆₀戸　同流失₆₁戸　同浸水₄,₄₀₁戸
道路及び堤防流失₅₅ヶ所　同決壊₉₅₉ヶ所 橋梁流失₂₈₀ヶ所　田畑流失₂₉₅町
同浸水₃₀₀₈町　山崩れ₃₉ヶ所　がけ崩れ₁₄ヶ所　船舶流失 ₁隻

₈,₁₂

₁₉₃₂年 ₇ 月₁₃日
豪雨
洪水
土石流

双三郡
死者 ₄名　負傷者 ₃名　家屋全壊 ₅戸　同半壊₁₃戸　同流失₁₃戸　同浸水₃₅₅戸　
堤防損壊₇,₃₀₆間　道路損壊₉,₈₈₈間　田畑浸水₂₆₇.₅町　同荒蕪₂₉.₂町
山崩れ ₉ヶ所　橋梁流失₉₀ヶ所

₁₃

₁₉₃₆年 ₇ 月₁₆日 豪雨
洪水

山県郡
佐伯郡

家屋半壊 ₁戸　同流失 ₁戸　床上浸水 ₄戸　床下浸水₃₀戸　堤防決壊延長₁₃₆間　同破
損₅₇₂間　橋梁流失₄₀ヶ所　同破損 ₉ヶ所　田畑浸水₁₂,₀₄₁町　荒蕪₈₁町　同流失₅₃町　
山崩れ₂₀ヶ所

₁₉₄₅年 ₉ 月₁₇日
台風
洪水
土石流

呉市
広島市
佐伯郡
安芸郡

死者₂,₀₁₂名　負傷者₁,₀₅₄名　家屋全壊₂,₁₂₇戸　同半壊₃,₃₇₅戸　同流失₁,₃₃₀戸　床
上浸水₂₄,₁₆₈戸　床下浸水₂₈,₃₅₉戸　橋梁流失₁,₀₉₆ヶ所　道路損壊₁,₁₃₅ヶ所　
堤防決壊₁,₂₅₂ヶ所　田畑流失埋没₃,₈₇₅町　同冠水₁₀,₆₅₁町

₁₇, ₁₈, ₁₉, 
₂₂, ₂₅, ₂₆, 
₃₂, ₃₄

₁₉₅₁年₁₀月₁₅日
台風
洪水
土石流

県全域 死者₁₆₆名　負傷者₃₆₁名　家屋全壊₇₁₆戸　同半壊₁,₂₆₇戸　同流失₃₅₀戸　
床上浸水₅,₇₂₆戸　床下浸水₁₇,₈₆₃戸　橋梁流失₂₈₅ヶ所　道路損壊₂,₀₉₂ヶ所 ₂₁, ₃₁

₁₉₆₇年 ₇ 月 ₉ 日 豪雨
土石流

呉市
竹原市

死者₁₅₉名　負傷者₂₃₁名　家屋全壊₅₁₄戸　同半壊₆₀₅戸　床上浸水₁₀,₆₉₀戸
床下浸水₄₉,₂₄₉戸　橋梁流失₁₀₈ヶ所　道路損壊₁,₀₈₄ヶ所

₂₃, ₂₄, ₂₇, 
₃₄

₁₉₇₂年 ₇ 月₁₂日 豪雨
洪水

三次市
庄原市

死者₃₅名　負傷者₁₀₅名　家屋全壊₃₄₉戸　同半壊₂,₁₇₁戸　同一部損壊₄₈₈戸　
床上浸水₅,₁₆₉戸　床下浸水₁₁,₀₃₁戸 橋梁流失₃₁₃ヶ所　道路損壊₄,₆₃₇ヶ所

₁₉₈₃年 ₇ 月₂₀日 豪雨
土石流 県北 負傷者 ₂名　家屋全壊 ₅戸　同半壊 ₃戸　同流失 ₃戸　同一部損壊₁₄戸　

床上浸水₇₃戸　床下浸水₅₃₈戸　　橋梁流失₁₉ヶ所　道路損壊₁,₃₇₈ヶ所

₁₉₈₈年 ₇ 月₂₀日 豪雨
土石流

加計町
戸河内町

死者₁₄名　負傷者₁₁名　家屋全壊₃₈戸　同半壊₂₀戸　同一部損壊₁₅戸　
床上浸水₇₂戸　床下浸水₄₅₉戸　橋梁流失 ₇ヶ所　道路損壊₂₁₉ヶ所 ₂₈, ₂₉, ₃₀

₁₉₉₁年 ₉ 月₂₇日
台風
高潮
洪水

佐伯郡
世羅郡
山県郡
安芸郡
広島市

死者 ₆ 名　負傷者₄₉名　家屋全壊₅₀戸　同半壊₄₄₂戸　同流失₂₂,₆₆₁戸　床上浸水
₃,₀₀₅戸　床下浸水₉,₁₆₂戸　橋梁流失 ₂ヶ所　道路損壊₁₆₀ヶ所

₁₉₉₃年 ₇ 月₂₇日 豪雨
土石流 山県郡 負傷者 ₃ 名　家屋全壊₁₁戸　同半壊 ₈ 戸　床上浸水₅₄戸　床下浸水₇₁₃戸　橋梁流失

₉ヶ所　道路損壊₁,₁₈₀ヶ所 ₃₃

₁₉₉₉年 ₆ 月₂₉日 豪雨
土石流

広島市
呉市

死者₃₁名　負傷者₅₉名　家屋全壊₁₀₁戸　同半壊₆₈戸　床上浸水₁,₂₈₄戸　床下浸水
₂,₇₆₃戸 ₃₅

₂₀₀₄年 ₈ 月₃₀日 台風
高潮

竹原市
豊田郡

負傷者 ₉名　家屋全壊 ₁戸　同半壊 ₄戸　床上浸水₁,₃₇₉戸　床下浸水₅,₇₉₉戸　
道路損壊₆₁ヶ所

₂₀₀₄年 ₉ 月 ₇ 日 台風
高潮

三原市
佐伯郡
広島市
呉市

死者 ₅ 名　負傷者₁₄₂名　家屋全壊₂₇戸　同半壊₂₀₄戸　床上浸水₈₆₀戸　床下浸水
₃,₁₂₈戸　道路損壊₁₄₀ヶ所

₂₀₁₀年 ₇ 月₁₁日 豪雨
土石流

庄原市
呉市

死者 ₅名　負傷者 ₆名　家屋全壊₁₉戸　同半壊₃₅戸　床上浸水₂₅₄戸　
床下浸水₁,₄₀₇戸　橋梁流失 ₃ヶ所　道路損壊₄₁₃ヶ所 ₃₆

₂₀₁₄年 ₈ 月₂₀日 豪雨
土石流

広島市
（緑井/八木）

死者₇₄名　負傷者₄₄名　家屋全壊₁₃₃戸　同半壊₁₂₂戸
同一部損壊₁₇₅戸　床上浸水₁,₃₀₁戸　床下浸水₂,₈₂₈戸

₃₇, ₃₈, ₃₉, 
₄₀

注：石碑番号 ₁に関する災害は不明である。石碑番号₂₀に関する災害は死者が出ておらず，被害も限定的であることから，
この表ではあげられていない。

資料： 箱田・石丸編（₁₉₈₃）；広島県土木局砂防課（₂₀₁₅）；広島県防災Webより作成（₂₀₁₆年 ₁ 月 ₇ 日閲覧）。
　　　http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/www/contents/₁₃₁₈₈₄₉₂₉₁₁₄₄/index.html
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東広島市高屋町溝口にある石碑 ₁であり， ₁₈₃₁
年に建立されている。洪水で壊れた小寺池の堰
堤を復旧する費用として， ₅名の有志が銀の寄
付をしたことが刻まれている。
　広島市安芸区矢野（石碑 ₂）では，₁₉₀₇年 ₇
月₁₅日の豪雨により土石流および洪水が発生し
た。矢野には南から北へと流れる矢野川が流れ
ており，その上流部で堤防が決壊し，主に東岸
の家々を押し流したという（天満，₁₉₇₂）。この
水害に関して，矢野川の東岸に位置する出雲神
社のそばに『水害之碑』（第 ₃図 a）が建立され
ている。碑文は，矢野の災害が起きる直前の状
況から復興し，石碑が建立されるまでの経緯が

刻まれており，一連の出来事を通観できる内容
となっている。石碑 ₂は災害から ₂年後の₁₉₀₉
年に建立された。
　広島市安芸区畑賀及び中野（石碑₁₀・₁₄）で
は，₁₉₂₆年 ₉ 月に発生した集中豪雨により土石
流が発生した。碑文によると，₁₁日の夜明けご
ろ発生した土石流と洪水が人々を襲い，犠牲者
が₃₆名，流失家屋₄₃戸，半壊₁₈戸，埋没₁₄棟，
浸水₁₈棟，その他田畑流失，橋梁や堤防の損壊
など多くの被害を出した。畑賀小学校内には，
この災害で発生した転石を利用した，₁₉₃₀年に
『畑賀村水害碑』（石碑₁₀）が建立されている。
石碑₁₀の碑文には，畑賀村の地形や河川名と

第 1図 広島県内の水害碑の分布
注 ₁： 基図は基盤地図情報より作成（₂₀₁₅年 ₇ 月 ₉ 日閲覧）。
　　　http://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php
注 ₂：石碑の番号は建立された年代順に付した。
資料：藤本ほか（₂₀₁₇）の図にデータを追加して改訂。
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第 2図 広島県内の水害碑の位置と土石流・洪水の範囲
注 ₁：基図は基盤地図情報（₂₀₁₆年 ₇ 月 ₉ 日閲覧）。

http://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php
注 ₂：等高線の間隔は ₁₀ m。
注 ₃：各図の土石流の範囲は以下を参考にした。
 ₂ ：天満（₁₉₇₂）， ₆：中国新聞（₁₉₁₆/₉/₈）， ₁₀・₁₄：畑賀小学校 PTA記念誌発行委員会編（₁₉₈₉），₁₅：山本史をつく

る会編（₂₀₀₁）， ₁₇・₂₆：守屋ミサ氏の講演会資料（₂₀₀₉年 ₉ 月₁₉日講演），₁₉：宮島町編（₁₉₉₀），₂₀：小泉小学校・小泉
幼稚園編（₁₉₉₀），₂₃：被災地での聞き取り調査，₂₄：被災地での聞き取り調査，₂₇：被災地での聞き取り調査，₂₈・₂₉：
広島・加計ライオンズクラブ編（₁₉₈₈），₃₃：広島県土木建築部砂防課・広島県加計土木事務所発行のパンフレッ卜， ₃₄：
広島県土木部砂防課編（₁₉₅₁），₃₅：河内地区災害記録編集委員会編（₂₀₀₁），₃₆：広島県庄原市危機管理課発行のパンフ
レッ卜，₃₇～₄₀：国土地理院 HP（₂₀₁₆年 ₇ 月 ₉ 日閲覧）。

 http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h₂₆-₀₈₁₆heavyrain-index.html
資料：筆者作成。

いった情報のほか，災害の顛末が刻まれている。
特に，災害後村外から多くの義援金や支援が得
られたという復興の様子について詳しく記載さ
れている。また，畑賀川と山陽本線が交差する
南側にある神社の境内には『水害記念碑』（石碑
₁₄）が建立されている。石碑₁₄は明確には建立
年は不明であるが，発起人の中の町長の在職期
間を考えると₁₉₃₅～₁₉₃₇年頃と推定される。
　安芸郡府中町（石碑₁₆）では，₁₉₂₆年 ₉ 月₁₁
日の豪雨により榎川，山田川，八幡川で洪水が
発生し，町の広い範囲で被害が起きた。この洪
水により ₃名が犠牲となった。また流失家屋₂₀
戸，全壊₁₀戸，全埋没₄₉戸，半壊埋没₄₂戸，床
上土砂流入₂₉戸，付属建物流失 ₆戸，橋梁の損
壊・流失₂₀本などの被害が出た（府中町史編さ
ん専門委員会編，₁₉₇₇；府中町史編修委員会編，
₁₉₇₉）。『水害記念碑』（第 ₃図 b）は，えの宮公
園内に，災害発生後₁₈年後の₁₉₄₄年に建立され
ている。災害当時の被害状況のほか，天皇の下

賜金についても記すなど，戦時中の時流を反映
したものとなっている。
　江田島市切串（石碑₂₂）では，₁₉₄₅年 ₉ 月₁₇
日の枕崎台風に伴う豪雨により，長谷川で土石
流が発生した。犠牲者は₁₄₅名，負傷者は₁₃₀名
を数え，その他流失家屋₇₁戸，全壊₁₅戸，破損
₁₇戸，埋没₁₂戸，床下浸水₂₂₀戸，床上浸水₃₀₀
戸という大きな被害を出した。石碑はこの災害
に対して『慰霊碑』（第 ₃図 c）として大歳神社
の入り口に，災害から₂₀年後の₁₉₆₅年に建立さ
れた。碑文には慰霊を目的として建立したこと
が明記されている。
広島市佐伯区五日市大字上河内（石碑₃₅）で
は，₁₉₉₉年 ₆ 月₂₉日の集中豪雨により，この地
区の多くの谷で土石流が発生し，₁₀名が犠牲と
なった。『忘れまい土砂災害の碑』（石碑₃₅）は，
河内公民館の敷地内に建てられている。石碑に
は，₁₇₅₅年からこの地で起きた洪水・土石流の
記録が刻まれている。また，毎年 ₆月に河内公
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第
2
表
　
広
島
県
内
の
水
害
碑
に
関
す
る
属
性
デ
ー
タ

番
号

碑
名

所
在

建
立
年
碑
文
の
文
字

建
立
意
図

施
主

被
災
地
か
ら

の
距
離（

m
）

水
害
碑
に
関
連
す
る
習
慣
や
地
域
の
活
動

発
生

年
月
日

種
類

死
者
数

（
名
）

 ₁
就
洪
水
小
寺
池
堤
切
損
再
築

調
東
広
島
市

高
屋
町
溝
口

₁₈
₃₁

漢
文

謝
恩
／
彰
徳
－

  
₀

地
元
自
治
会
に
よ
り
，
石
碑
の
由
来
を
伝
え
る
看
板
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

不
明

洪
水

－

 ₂
水
害
之
碑

広
島
市
安
芸
区

矢
野
東
五
丁
目

₁₉
₀₉

漢
文

伝
承
慰
霊

－
  
₀

毎
年
₉
月
₁
日
に
，
地
元
町
内
会
主
催
で
，
隣
に
あ
る
出
雲
神
社
の

祭
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
祭
の
趣
旨
の
₁
つ
に
，
水
害
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
を
弔
う

と
い
う
風
習
が
あ
る
。

₁₉
₀₇
年

₇
月
₁₅
日

洪
水
・
土
石
流

 ₆
₄

 ₃
水
害
碑

安
芸
郡
坂
町

坂
東
二
丁
目

₁₉
₁₀

漢
文

伝
承
慰
霊

－
₄₀
₀

特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₀₇
年

₇
月
₁₅
日

洪
水
・
土
石
流

  
₂

 ₄
水
害
碑

安
芸
郡
坂
町

小
屋
浦
四
丁
目

₁₉
₁₀

漢
文

伝
承
慰
霊

－
－

現
在
法
要
な
ど
の
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₀₇
年

₇
月
₁₅
日

洪
水
・
土
石
流

 ₄
₄

 ₅
報
恩

安
芸
郡
坂
町

小
屋
浦
四
丁
目

₁₉
₁₁

漢
文

謝
恩
／
彰
徳
小
屋
浦
罹
災
者
一
同

－
現
在
法
要
な
ど
の
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₀₇
年

₇
月
₁₅
日

洪
水
・
土
石
流

 ₄
₄

 ₆
災
害
の
碑

広
島
市
安
佐
南
区

相
田
二
丁
目

₁₉
₁₈

漢
文

伝
承
謝
恩
／
彰
徳
安
村
民

  
₀

安
郷
土
史
懇
話
会
と
い
う
郷
土
史
研
究
会
に
よ
り
，
石
碑
の
解
説
看

板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

₁₉
₁₆
年

₉
月
₆
日

洪
水

  
₄

 ₇
日
親
聖
人
小
松
原
説
法
霊
跡

復
興
記
念
碑

福
山
市

草
戸
町
二
丁
目

₁₉
₂₇

漢
字
＋
カ
ナ
慰
霊
復
旧
記
念

－
  
₀

毎
年
₅
月
₁₇
日
に
通
安
寺
が
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

₁₉
₁₉
年

₇
月
₅
日

洪
水

 ₁
₇

 ₈
水
害
紀
念
碑

広
島
市
安
佐
北
区

可
部
二
丁
目

₁₉
₃₀

漢
文

伝
承

－
  
₀

毎
年
行
わ
れ
る
可
部
の
町
巡
り
の
コ
ー
ス
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

₁₉
₂₈
年

₆
月
₂₄
日

洪
水

－

 ₉
水
害
碑

広
島
市
東
区

温
品

₁₉
₃₀

漢
文

伝
承

村
民

  
₀

₂₀
₁₄
年
₁₂
月
に
₁₉
₂₆
年
水
害
の
展
示
会
が
温
品
学
区
自
主
防
災
連
合

会
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

地
域
の
小
学
校
で
は
水
害
に
関
す
る
地
域
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
₁₉
₂₆
年

₉
月
₁₁
日

洪
水
・
土
石
流

  
₄

₁₀
畑
賀
村
水
害
碑

広
島
市
安
芸
区

畑
賀

₁₉
₃₀

漢
文

伝
承
謝
恩
／
彰
徳

慰
霊

－
₁₀
₀

毎
年
₉
月
₁₁
日
に
校
内
放
送
に
て
，
校
長
が
語
り
継
い
で
い
る
。

₂₀
₀₆
年
₉
月
₁₁
日
に
畑
賀
学
区
連
合
町
内
会
と
畑
賀
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
で
₈₀
周
年
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

₁₉
₂₆
年

₉
月
₁₁
日

洪
水
・
土
石
流

 ₃
₆

₁₁
丁
未
水
害
之
碑

安
芸
郡
海
田
町

寺
迫

₁₉
₃₁

漢
文

伝
承
謝
恩
／
彰
徳
－

  
₀

－
₁₉
₀₇
年

₇
月
₁₅
日

洪
水
・
土
石
流

 ₆
₇

₁₂
伴
安
水
災
復
興
碑

広
島
市
安
佐
南
区

長
楽
寺
二
丁
目

₁₉
₃₂

漢
字
＋
カ
ナ
伝
承

－
－

安
郷
土
史
懇
話
会
に
よ
り
，
石
碑
の
解
説
看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
₁₉
₂₈
年

₆
月
₂₄
日

土
石
流

  
₂

₁₃
昭
和
₇
年
災
害
復
旧
記
念
碑
三
次
市

作
木
町

₁₉
₃₆

漢
字
＋
カ
ナ
伝
承
復
旧
記
念

作
木
村

  
₀

石
碑
周
辺
の
整
備
以
外
に
は
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₃₂
年

₇
月
₁₃
日

洪
水
・
土
石
流

－

₁₄
水
害
記
念
碑

広
島
市
安
芸
区

中
野
一
丁
目

₁₉
₃₅
頃
漢
文

復
旧
記
念

復
舊
耕
地
整
理
組
合

  
₀

特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
地
域
の
自
主
防
災
会
が
防
災
の
た
め

の
勉
強
会
や
施
設
見
学
を
行
っ
て
い
る
。

₁₉
₈₉
年
に
₁₉
₂₆
年
の
水
害
の
パ
ネ
ル
展
示
が
瀬
野
川
郷
土
史
研
究
会

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

₁₉
₂₆
年

₉
月
₁₁
日

洪
水
・
土
石
流

 ₃
₆

₁₅
瀬
川
卯
一
翁
彰
徳
碑

広
島
市
安
佐
南
区

山
本
七
丁
目

₁₉
₄₃

漢
字
＋
カ
ナ
謝
恩
／
彰
徳
－

 ₅
₀

特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₂₆
年

₁₉
₂₈
年

洪
水
・
土
石
流

 ₂
₄

₁₆
水
害
記
念
碑

安
芸
郡
府
中
町

宮
の
町

₁₉
₄₄

漢
字
＋
カ
ナ
謝
恩
／
彰
徳
－

  
₀

特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₂₆
年

₉
月
₁₁
日

洪
水
・
土
石
流

  
₄

₁₇
水
害
死
歿
者
　
供
養
塔

廿
日
市
市

宮
浜
温
泉
一
丁
目

₁₉
₄₅

漢
字
＋
カ
ナ
慰
霊

病
院
残
留
者

 ₅
₀

毎
年
₉
月
₁₇
日
に
洗
心
園
と
西
教
寺
の
合
同
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。
₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

土
石
流

₁₅
₆

₁₈
小
寺
池
災
害
復
旧
拡
築
記
念
東
広
島
市

高
屋
町
溝
口

₁₉
₄₈

漢
字
＋
カ
ナ
復
旧
記
念

地
元
住
民

－
地
元
自
治
会
に
よ
り
，
石
碑
の
由
来
を
伝
え
る
看
板
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

洪
水
・
土
石
流

－

₁₉
不
明

廿
日
市
市

宮
島
町

₁₉
₅₆

漢
字
＋
か
な
伝
承

－
  
₀

－
₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

土
石
流

  
₀

₂₀
天
井
川
改
修
記
念
碑

三
原
市

小
泉
町

₁₉
₅₆

漢
字
＋
か
な
伝
承
謝
恩
／
彰
徳

復
旧
記
念

小
泉
町

  
₀

特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₅₂
年

₇
月

洪
水

  
₀
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₂₁
昭
和
二
十
六
年
災
害
復
旧
記

念
碑

廿
日
市
市

中
道

₁₉
₅₆

漢
字
＋
か
な
謝
恩
／
彰
徳

復
旧
記
念

中
道
村
民

  
₀

－
₁₉
₅₁
年

₁₀
月
₁₄
日

洪
水
？

  
₆

₂₂
慰
霊
碑

江
田
島
市
江
田
島
町

切
串
₄
丁
目

₁₉
₆₅

漢
字
＋
か
な
慰
霊

町
民

 ₄
₀

₂₀
₁₅
年
₉
月
₁₃
日
に
₇₀
周
年
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。

₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

洪
水
・
土
石
流

₁₄
₅

₂₃
水
難
之
碑

三
原
市

木
原
₅
丁
目

₁₉
₆₈

漢
字
＋
か
な
伝
承

個
人

  
₀

₅
年
ほ
ど
前
ま
で
は
法
要
を
行
っ
て
い
た
が
，
現
在
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

₁₉
₆₇
年

₇
月
₉
日

洪
水
・
土
石
流

  
₇

₂₄
水
害
遭
難
之
碑

呉
市
蒲
刈
町

大
浦

₁₉
₆₈

漢
字
＋
カ
ナ
伝
承

地
域
の
人
々

  
₀

災
害
後
₂,
₃年
は
供
養
を
行
っ
て
い
た
が
，
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

₁₉
₆₇
年

₇
月
₉
日

土
石
流

  
₅

₂₅
慰
霊
碑

江
田
島
市
江
田
島
町

大
須

₁₉
₆₉

漢
字
＋
カ
ナ
慰
霊

－
－

－
₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

洪
水
・
土
石
流

 ₄
₆

₂₆
京
大
原
爆
災
害
調
査
班
遭
難

記
念
碑

廿
日
市
市

宮
浜
温
泉
一
丁
目

₁₉
₇₀

漢
字
＋
か
な
慰
霊

京
都
大
学
原
爆
災
害
調

査
班
遭
難
記
念
碑
建
立

事
業
会

₁₅
₀

毎
年
₉
月
に
記
念
碑
前
で
慰
霊
の
集
い
が
，
大
学
関
係
者
や
遺
族
，

地
元
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

土
石
流

₁₅
₆

₂₇
社
殿
再
建
之
碑

竹
原
市

田
ノ
浦
一
丁
目

₁₉
₇₉

漢
字
＋
か
な
伝
承
復
旧
記
念

地
域
の
人
々

  
₀

今
は
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₆₇
年

₇
月
₉
日

土
石
流

  
₀

₂₈
慰
霊
碑

山
県
郡
安
芸
太
田
町

江
河
内

₁₉
₈₉

漢
字
＋
か
な
慰
霊

広
島
県
山
県
郡
加
計
町

災
害
慰
霊
碑
建
立
実
行

委
員
会

  
₀

災
害
後
数
年
間
は
慰
霊
式
が
行
わ
れ
て
い
た
が
，
地
域
の
高
齢
化
の

た
め
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
，
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

₁₉
₈₈
年

₇
月
₂₀
日

土
石
流

 ₁
₁

₂₉
災
害
碑

山
県
郡
安
芸
太
田
町

下
殿
河
内

₁₉
₉₁

漢
字
＋
か
な
伝
承

加
計
町

殿
賀
福
祉
会

  
₀

災
害
後
数
年
間
は
江
河
内
と
合
同
で
慰
霊
式
を
行
っ
て
い
た
が
，
地

域
の
高
齢
化
を
理
由
に
，
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₈₈
年

₇
月
₂₀
日

土
石
流

 ₁
₁

₃₀
復
旧
記
念
碑

山
県
郡
安
芸
太
田
町

寺
領

₁₉
₉₂

漢
字
＋
か
な
伝
承
復
旧
記
念

戸
河
内
町

－
－

₁₉
₈₈
年

₇
月
₂₀
日

土
石
流

  
₃

₃₁
ル
ー
ス
台
風
を
偲
ぶ

広
島
市
佐
伯
区

湯
来
町

₁₉
₉₂

漢
字
＋
か
な
伝
承

建
立
委
員
会

－
特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

₁₉
₅₁
年

₁₀
月
₁₄
日

洪
水
・
土
石
流

 ₄
₀

₃₂
昭
和
二
十
年
水
害

慰
霊
碑

江
田
島
市
江
田
島
町

大
原

₁₉
₉₃

漢
字
＋
か
な
慰
霊

大
原
自
治
会

－
－

₁₉
₄₅
年

₉
月
₁₇
日

洪
水
・
土
石
流

 ₁
₇

₃₃
平
成
₅
年
発
生
災
害
復
旧
記

念
碑

山
県
郡
安
芸
太
田
町

田
吹

₁₉
₉₅

漢
字
＋
か
な
伝
承
復
旧
記
念

戸
河
内
町

  
₀

－
₁₉
₉₃
年

₇
月
₂₇
日

土
石
流

  
₀

₃₄
慰
霊
碑

呉
市
宮
原
五
丁
目

₁₉
₉₅

漢
字
＋
か
な
慰
霊

宮
原
地
区
自
治
会
連
合

会
  
₀

－
₁₉
₄₅
年
₉
月

₁₉
₆₇
年
₇
月
土
石
流

₃₀
₉／
₁₄

₃₅
忘
れ
ま
い
大
災
害

広
島
市
佐
伯
区

五
日
市
町
上
河
内

₂₀
₁₂

漢
字
＋
か
な
伝
承

河
内
地
区
自
主
防
災
会

連
合
会

₂₄
₀

毎
年
₆
月
₂₉
日
に
近
い
日
曜
に
，
河
内
公
民
館
に
て
追
悼
式
が
行
わ

れ
て
い
る
。
地
域
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。

₁₉
₉₉
年

₆
月
₂₉
日

土
石
流

 ₁
₀

₃₆
平
成
₂₂
年
庄
原
豪
雨
災
害
篠

堂
川
　
復
旧
記
念
碑

庄
原
市

川
北
町

₂₀
₁₄

漢
字
＋
か
な
伝
承
復
旧
記
念

広
島
県
・
庄
原
市

  
₀

大
規
模
な
砂
防
ダ
ム
の
建
築
事
業
が
行
わ
れ
た
。

地
元
小
学
校
の
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
，
砂
防
ダ
ム
近
く
に
名
前

を
刻
ん
だ
石
碑
を
設
置
し
た
。

₂₀
₁₀
年

₇
月
₁₆
日

土
石
流

  
₁

₃₇
鎮
魂
の
碑

広
島
市
安
佐
南
区

八
木
三
丁
目

₂₀
₁₅

人
名
の
み

慰
霊

－
₁₃
₀

広
島
市
内
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

₂₀
₁₄
年

₈
月
₂₀
日

土
石
流

 ₆
₅

₃₈
土
砂
災
害
記
念
碑

広
島
市
安
佐
南
区

緑
井
七
丁
目

₂₀
₁₅

漢
字
＋
か
な
慰
霊

八
敷
福
祉
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

協
会
₃₃
₆－

C
地
区

  
₀

広
島
市
内
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

₂₀
₁₄
年

₈
月
₂₀
日

土
石
流

 ₆
₅

₃₉
慰
霊
碑

広
島
市
安
佐
南
区

八
木
三
丁
目

₂₀
₁₅

漢
字
＋
か
な
伝
承
慰
霊

県
営
緑
ヶ
丘
住
宅
・
小

原
山
地
区
慰
霊
碑

建
立
推
進
委
員
会

  
₀

広
島
市
内
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

₂₀
₁₄
年

₈
月
₂₀
日

土
石
流

 ₆
₅

₄₀
広
島
土
砂
災
害
　
忘
れ
ま
い

₈
・
₂₀

広
島
市
安
佐
南
区

八
木
三
丁
目

₂₀
₁₅

漢
字
＋
か
な
伝
承
慰
霊

梅
林
学
区
自
主
防
災
会

連
合
会

 ₈
₀

広
島
市
内
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

₂₀
₁₄
年

₈
月
₂₀
日

土
石
流

 ₆
₅

注
₁
：「
－
」
は
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
を
表
す
。

注
₂
：
石
碑
の
属
性
は
，
石
碑
の
碑
名
や
碑
文
の
ほ
か
，
裏
面
や
側
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら
抽
出
し
た
属
性
を
₄
つ
（「
災
害
概
要
」「
復
興
過
程
」「
慰
霊
」「
復
旧
記
念
」）
に
分
類
し
た
。

注
₃
：
建
立
意
図
は
石
碑
の
属
性
か
ら
推
測
さ
れ
る
も
の
を
₄
つ
（「
伝
承
」「
謝
恩
／
彰
徳
」「
慰
霊
」「
復
旧
記
念
」）
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
：
現
地
調
査
及
び
聞
き
取
り
調
査
よ
り
筆
者
作
成
。
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第 3図 水害碑正面および碑文の一部
注 ₁：ａ：石碑 ₂（広島市安芸区矢野，₁₉₀₉年建立，漢文，₂₀₁₅年 ₅ 月₁₈日撮影）
　　　ｂ：石碑₁₆（安芸郡府中町，₁₉₄₄年建立，漢字＋力ナ，₂₀₁₅年 ₉ 月₂₆日撮影）
　　　ｃ：石碑₂₂（江田島市切串， ₁₉₆₅年建立，漢字＋かな， ₂₀₁₅年₁₂月₁₂日撮影）
　　　ｄ：石碑₄₀（広島市安佐南区梅林小学校，₂₀₁₅年建立，漢字＋かな，₂₀₁₅年₁₁月₃₀日撮影）
資料：筆者撮影。

民館主催で追悼式典が行われている。
広島市安佐南区八木（石碑₃₇・₃₉・₄₀）及び
緑井（石碑₃₈）は，₂₀₁₄年 ₈ 月₂₀日の集中豪雨
により発生した土石流により大きな被害を受け
た。災害から₁₁か月後に建立された緑井の『土

砂災害記念碑』（石碑₃₈）には，広島市安佐南区
緑井七丁目付近で犠牲になった₁₀名の名前が刻
まれている。八木の地域には複数の水害碑があ
るが，そのなかでも，梅林小学校内にある『広
島土砂災害 忘れまい ₈・₂₀の碑』（第 ₃図 d）
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には，この地域の犠牲者₆₅名の名前が刻まれて
いる。県営緑ヶ丘住宅には，この地域で犠牲に
なった人々に対する『慰霊碑』（石碑₃₉）が，梅
林小学校より北東にある大歳神社の隣には『鎮
魂の碑』（石碑₃₇）が建立され，それぞれ地域の
犠牲者の名前が刻まれている。災害から ₁年を
経ずに ₄基もの石碑が建立された唯一の事例で
ある。

III　水害碑の特徴

　以下では，広島県内における水害碑の属性を
整理し，県内の碑の特徴を明らかにする。

1）　水害碑の建立と災害との関連

　どのような災害が発生した場合に，水害碑は
建立されてきたのであろうか。確認された₄₀基
の水害碑のうち，洪水・土石流が連動して生じ
た災害に関する石碑が₁₇基，土石流のみの石碑
が₁₇基，洪水のみの石碑が ₆基であった。洪水
より土石流災害のほうが，石碑が建立されやす
いようにみえる。その要因の ₁つに，被害範囲
の広さが関係しているのではないかと考えられ
る。例えば，₁₉₇₂年に三次市・庄原市を襲った
豪雨（第 ₁表）は，両市の広い範囲で洪水・浸
水が発生し，死者₃₅名を出すなど，甚大な人
的・物的被害を与えたが，この災害に関する碑
は建立されていない。₁₉₇₂年の豪雨災害はその
範囲が広範囲であったために，特定の地点に碑
を置くということが難しかったのかもしれない。
洪水と比較すると土石流による被災地の範囲は，
ある谷筋に集中するため，被災地の住民の中で
碑を建立する機運が生じやすかったのではない
かと推察される。
　一方，被害の程度から碑の建立の有無をみた
場合，死者がいない場合（石碑₁₉，₂₀，₂₆，₃₃）
や，死者が数名と少ない場合（石碑 ₃，₁₂，₃₀，
₃₆）でも碑は建立されることはある（第 ₂表）。
しかしながら，死者が₃₀名を超えるような被害

の場合は，先に述べた₁₉₇₂年の豪雨災害を除き，
碑が建立されている。なお，同じ豪雨災害で碑
が ₃基以上建立されているものは，₁₉₈₈年の加
計・戸河内の水害を除き，死者₇₀名以上の甚大
な被害が生じたものである。人的被害が甚大な
豪雨災害では，複数の地区で土石流が発生して
おり，それぞれの被災地で水害碑が建立されて
いる。

2） 石碑建立の意図

前項では石碑建立の有無と被災地の範囲・被
害との関連性から，どのような災害の時に石碑
が建立されやすいかの傾向性を論じた。本項で
は水害碑を建立する意図に着目する。建立の意
図を，碑文に明記されていることと碑文外で示
された情報から，「伝承」「謝恩／彰徳」「慰霊」
「復旧記念」の ₄つに分類した。「伝承」は碑文
内容に「後世に伝える」という旨が記載されて
いるものや被害の実数を明記しているものが該
当する。「謝恩／彰徳」は災害からの復興過程に
おける，自治体や外部からの支援に対する謝恩
や復興に尽力した人物の徳を記すことを目的と
した碑を指す。碑文に明記されているものに加
え，援助者や組織の名前が刻まれている水害碑
が該当する。「慰霊」は，碑文に慰霊や追悼とい
う言葉が使われているもののほか，犠牲者の名
前が刻まれている石碑，碑名に慰霊の文字が刻
まれているものが該当する。「復旧記念」は，復
旧を記念するという言葉が使用されている場合
や，碑名が復旧記念碑であるものを指す。
　区分した結果， ₆割にあたる₂₃基に「伝承」
に関する記述があり，次に多いものが「慰霊」
の内容を含む水害碑で，₁₆基あった。「慰霊」内
容を含む石碑は，総じて犠牲者数の多い水害に
関連するものが多く，「慰霊」の内容のみの碑も
₉基ある。「謝恩／彰徳」を示す水害碑も₉基あ
るが，この属性は₁₉₅₆年以降に建てられた水害
碑には認められない。
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　なお，碑文の内容に関しては，明治期から戦
前の石碑の碑文は災害そのものを後世に伝える
ものが多く，対して戦後に建てられた石碑のも
のは，復旧記念や慰霊が目的となり，災害その
ものを記述する碑文が少ない傾向にあるといえ
る。また，興味深いのは，石碑 ₇を除いて同一
の碑において「慰霊」と「復旧記念」の内容が
重複しない点である。碑建立に際して，災害に
対する人間の無力さを示す「慰霊」と，一方で
災害を克服し生活の基盤を立て直す「復旧記念」
というやや相反する目的が両立しにくいことが
原因とみられる。

3）　水害碑の立地と被災地の位置関係

　水害碑の立地と被災地との位置関係を整理す
ると（第₄図），被災地が不明な基を除いた₃₂基
のうち， ₇割にあたる₂₃基の碑が被災地内およ
び水害をもたらした川沿いに立地する。さらに
被災地から ₁₅₀ m以内と比較的近隣に位置して
いる碑も含めると ₉割が該当し，水害碑の立地
は被災地の中，あるいは近接する箇所に集中す
る特徴がある。また，碑は神社や学校，公民館
施設などに立地する傾向もあり，人目につきや
すい場所が多い。

　なお，被災地から ₄₀₀ m離れている石碑 ₃は，
当初洪水のあった川沿いに建立していたものの，
その後の道路改修の際に，現在の位置に移設さ
れた。石碑₃₅は被災地からは ₂₄₀ m離れている。
ただし，設置場所はこの地区の公民館の敷地で
あり，人目につく場所である。

4）　水害碑に関連する地域住民の活動

　地域住民は碑に対してどのような活動を行っ
ていたのか，あるいは現在も行っているのであ
ろうか。聞き取り調査の結果を第 ₂表にまとめ
た。今回の調査では， ₈基の碑については活動
の有無に関する情報を得ることができなかった。
残りの₃₂基の碑の中で，毎年定期的に何らかの
活動が行われているものは，₂₀₁₅年に碑が建立
された八木・緑井（石碑₃₇，₃₈，₃₉，₄₀）を除
き， ₇ 地区（矢野，草戸，可部，温品，畑賀，
宮浜，河内）である。矢野（石碑 ₂）は，慰霊
祭が地元の祭りと結びついている希有な事例で
あるが，参加者に，その由来を知るものは少な
い。草戸（石碑 ₇）では，近隣の寺が毎年法要
を行うが，参列者は檀家に限られ，周辺の住民
には，そのような活動が行われていることがほ
とんど知られていない。可部（石碑 ₈）では，

被災地内 1-50ｍ以内 51-100ｍ以内 101-150ｍ以内 151ｍ以遠 不明

第 4図 石碑の立地と被災地の距離
注 ₁：値は表 ₂の「被災地からの距離」の計測値に基づく。
注 ₂：距離は ₁ m 単位で計測。
資料 :筆者作成。
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「可部の町めぐり」という毎年行われるイベント
で，参加者が立ち寄るポイントに指定されてい
る。このイベントは，₂₀₁₅年で₁₂回を数えてい
る。温品（石碑 ₉），畑賀・中野（石碑₁₀）は，
地元の小学校の教育活動に組み込まれていて，
地域の水害の歴史を学ぶ地域学習の重要な資料
として石碑が活用されている。宮浜は，石碑₁₇
で近隣の介護施設と寺の合同法要として毎年慰
霊祭が行われ，石碑₂₆で犠牲者が所属していた
京都大学関係者や遺族，地元住民が集まって慰
霊の集いが行われている。河内（石碑₃₅）では，
碑が設置されている河内公民館で追悼式が行わ
れているが，式に合わせて地域の避難訓練も実
施されている。以上から，祭りの場所としての
モニュメント（ ₁基），慰霊や法要を執り行うモ
ニュメント（ ₄基），地域学習の教材（ ₂基）と
してこれらの碑が位置づけられる。
　残りの₂₀基については，現在定期的な活動は
行われていない。そのうち，過去には慰霊祭や
法要などが行われていたが，近年は取りやめて
いる事例が木原（石碑₂₃），大浦（石碑₂₄），江
河内（石碑₂₈，₂₉）である。その理由はいずれ
も，地域の高齢化や過疎化が原因で式典の継続
が困難となったためである。また，毎年ではな
いが節目の年に追悼式典を行った事例として切
串（石碑₂₂），畑賀（石碑₁₀）の ₂地区があげら
れる。
　以上から，碑に関連する活動を現在も継続的
に行っている事例はわずかであるといえる。特
に慰霊や法要は，その災害の体験者や犠牲者を
直接知っている人がいなくなると，継続的に行
うことは難しいと考えられ，今後も慰霊や法要
の活動は減少するとみられる。

IV　水害碑が有する防災上の意義

　前章で整理した広島県内の水害碑の特徴から，
水害碑が有する防災上の意義について検討する。
碑のほとんどが被災地内あるいは近傍に位置し

ていることから，碑が存在するということは被
災地の場所を示す貴重な情報となりうる。碑文
には，水害や被害の状況を端的に書いてあるこ
とが多く，地域の住民がリアリティをもって災
害の歴史を知る契機になりうる。ただし，明治
期から戦前・戦時中の石碑は，漢文や難しい言
い回しの表現が多く，読むことが難しい場合も
ある。例えば石碑 ₁， ₆， ₉，₁₂，₁₈のように
解説をつけた看板を設置することも災害の過去
を伝える意味で重要といえる₅︶。水害碑は，災
害報告書などの紙媒体と比べると情報量が少な
い点で劣るものの，被災地内や近傍にあること，
多くの人の目に触れやすいこと，災害の状況や
被害を端的にまとめていること，₁₀₀年以上掲示
できることなど，持続的な情報発信性に優れて
おり，紙媒体とは異なる媒体として，地域住民
に対してその地域で災害があった過去を伝え，
将来における水害の危険性を訴える防災上の意
義があると考えられる。
　その一方で，防災に活用されている例は限ら
れている。今回調査したなかでは，学校教育に
用いられている ₂つの事例（温品，畑賀）では，
地域学習の教材として石碑を活用している。ま
た，河内の事例でも，追悼式に併せて地域の避
難訓練を実施しており，地域の防災活動に役
立っている事例といえる。両事例とも定期的な
行事として根付いており，持続的な活用が見込
まれる。

V　ま　　と　　め

　広島県を対象に，水害碑の立地や特徴を整理
し，その歴史的変遷，及び地域住民の水害碑の
活用の実態について検討した。その結果は以下
の通りである。
　₁）　本研究で確認した県内の水害碑の総数は
₄₀基であり，最も古い石碑は₁₈₃₁年に建てられ
ている。₁₉₀₇年以降碑が建立された災害は₁₄件
であり，その多くが土石流災害に関連するもの
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である。被害が甚大である災害の場合，碑は複
数の地点で建立されている。
　₂）　碑文の内容について，明治期から戦前の
石碑は災害そのもの記述したものが多い。対し
て戦後に建てられた石碑は，復旧記念や慰霊に
関するものが多い。水害碑全体の ₆割の碑が災
害を後世に伝えるために建立されている。犠牲
者への慰霊の内容を含む碑は，死者数の多い災
害に伴うものが多い。
　₃）　水害碑全体の ₇割の碑が被災地内および
災害をもたらした川沿いに立地する。また，碑
は神社や学校，公民館施設などに立地する傾向
があり，人目につきやすい場所が多い。
　₄）　₂₀基の水害碑については，現在定期的な
活動は行われていない。それは，地域の高齢化
や過疎化が原因である。 ₇地区 ₈基の水害碑で
は，毎年，慰霊祭や法要，教育活動，地元の祭
りなどが行われている。
　₅）　水害碑は，被災地内や近傍にあり，多く
の人の目に触れやすく，災害の状況や被害を端
的にまとめており，₁₀₀年以上にわたって掲示で
きる特性をもっている。したがって，持続的に，
その地域で災害があったことを伝え，将来の災
害の危険性を訴える情報発信媒体であると考え
られ，防災上の意義は大きい。
　これまでの調査から提言するとすれば，以下
の ₂点である。 ₁点目として，活用されていな
い水害碑を，学校の郷土教育や地元住民への防
災教育の教材として活用する取り組みを行うこ
とである。その際，当該地域だけでなく，水害
碑がない近隣地域であっても，同様の災害が起
こる可能性があることから，積極的に水害碑を
活用することが災害へのリアリティをもたせる
意味で重要であると考える。 ₂点目として，あ
る程度の規模の洪水もしくは土石流が起こった
場合，何らかの石碑を被災地内に建てるべきで
ある。碑文の内容としては，慰霊はもちろんで
あるが，災害の状況，被害，復興の様子を刻み，

複合的な意味をもたせることが，持続的な活用
に資すると考える。水害碑が防災教育の礎とな
ると期待されることから，地方自治体が積極的
に水害碑を建立することを推進すべきではなか
ろうか。
今後の課題として，水害碑のより良い活用方
法について研究を進めるほか，個々の石碑が建
立される経緯や社会的背景を明らかにすること
や，他地域の災害碑を含めて検討することで，
石碑を媒体とした災害記録の時代的・地域的な
変容を解明することがあげられる。

本調査にあたり，府中町歴史民俗資料館，三原市教
育委員会文化課文化振興係，三原市立歴史民俗資料館，
三次市役所建設部土木課，庄原市役所危機管理課，洗
心園の方々，及び河内公民館館長，安村郷土史懇話会
会長，高校生災害復旧支援ボランティア派遣隊代表，
畑賀小学校校長，専念寺住職，坂八幡神社宮司，礒宮
八幡神社宮司，通安寺住職，庄原市立図書館館長の各
位には，水害や水害碑に関する資料や情報を提供して
頂きました。水害碑周辺の地域住民の方々には聞き取
り調査を快く引き受けていただきました。匿名の査読
者および編集委員の方には，適切かつ有益な指摘を頂
き，本稿は大きく改善されました。記して感謝いたし
ます。本稿は，著者の一人である小山が₂₀₁₆年 ₁月に
広島大学教育学部に提出した卒業論文を骨子に，共著
者と追加調査をして加筆・修正したものである。本稿
の内容の一部は，地理科学学会春季学術大会（₂₀₁₆年
₆ 月 ₄ 日）にてポスター発表を行った。

注

1） 国土交通省 HPの都道県別土砂災害危険箇所に
基づく（2016年 ₇ 月 ₉ 日閲覧）。

 http://www.mlit.go.jp/river/sabo/link20.htm

2） 気象庁HPによると，「洪水」とは河川の水位や
流量が異常に増大することにより，平常の河道か
ら河川敷内に水があふれること，および，破堤ま
たは堤防からの溢水が起こり河川敷の外側に水が
溢れること。「土石流」とは山腹，谷底にある土砂
が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押
し流される現象と定義されている。これらの定義を
前提とし，本稿では，「洪水」「土石流」に関する
石碑を「水害碑」とする（2016年 ₃ 月 ₈ 日閲覧）。
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http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_

hp/kasen.html　
3） 広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗
資料館 HP（2016年 ₃ 月 ₈ 日閲覧）。

 http://www.manabi.pref.hiroshima.jp/rekimin/

info_tenjikai26huyu.html　
 　『砂防に関する石碑　碑文が語る土砂災害との闘
いの歴史』HP（2016年 ₃ 月 ₈ 日閲覧）。

 http://blog.livedoor.jp/spc_mapping/tag/%E5%BA

%83%E5%B3%B6%E7%9C%8C　
4） 災害に関するデータは，正確性を考慮して1907
年以降の災害を表記した。
5） なお，藤本ほか（2017）では，広島県内の漢文
碑の読み下しと現代語訳を付しており，碑文の内
容を理解できるようにした。
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The Characteristics of the Stone Monuments Related to Flood and 
Debris Flow Disasters and Their Significance for 
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We examine characteristics of the stone monuments related to flood or debris flow disasters in 
Hiroshima prefecture based on official records of the past disasters, results of a field survey, and inter-
views with inhabitants living near the monuments.

As a result, there are at least 40 monuments in Hiroshima prefecture in memory of 14 major 
disaster events dating from AD1831.　Most of the monuments are distributed in and around the dam-
aged area.　There are located in local community centers, temples, and shrines, where the local people 
visit frequently.

The contents of the inscriptions built during and before World War II, have had plentiful informa-
tion related to the process of building the foundations of the monuments, and the details of disaster 
damage and restoration work.　The contents inscribed on those monuments built after the war, have 
mainly implied sentiments about rest for the souls of disaster victims or memorial of restoration work.

In conclusion, these monuments have the potential to inform local people about the exact area 
affected and the situation of past disasters for a long time.　There are few cases where local people 
use the monuments for disaster prevention activities.　Although there are currently few cases where 
local people use the monuments for disaster prevention activities, doing so would definitely prove to 
be advantageous.
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